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要旨：
　2022年7月15日～17日に開催された第30回視覚障害リハビリテーション研究発表大会において、
情報アクセス分科会は「あなたのお眼鏡にかなう！？眼鏡型視覚支援機器大集合」をテーマに最新機器
体験会を開催した。本稿では、メーカーの製品紹介に加え、視覚障害当事者から得た感想を報告する。
　参加企業は、「オーカムマイアイ２」と「エンジェルアイスマートリーダー」を取り扱う株式会社シ
ステムギアビジョン、「エンビジョングラス」を取り扱う有限会社エクストラ、「SYN+」を取り扱う株
式会社Raise�the�Flag. であった。
　これらの眼鏡型の視覚支援機器を分科会参加者が体験した。そして、使い勝手や課題について情報を
共有し、今後の展望を討議した。
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１．はじめに
　2022 年 7 月 15 日に開催された、第 30 回視
覚障害リハビリテーション研究発表大会は 3 年
ぶりの現地開催となった。この間、コロナ感染
拡大の影響を受け、インターネットを介したオ
ンライン開催であったが、今大会は現地でもオ
ンラインでも参加できる方式であった。
　大会プログラムの一つ、情報アクセス分科会
（以下、分科会）の実施企画として「最新機器体
験会 : あなたのお眼鏡にかなう !? 眼鏡型視覚支
援機器大集合」と題したイベントを開催した。

現地開催を活かし、参加者が眼鏡型視覚支援機
器を触れて体験できる内容とした。予め、分科
会内で視覚障害のある会員より体験希望者を募
集した。体験している様子や感想などを共有す
ることで、単なる機器の紹介にならないよう心
がけた。
　当日は、参加企業からは自社で取り扱う製品
を紹介し、機器の形状・性能・今後の展望を述
べてもらった。視覚障害当事者の体験者からは
製品に対する感想を述べてもらった。
　以下、当日参加できなかった会員に共有する
ことを目的に、眼鏡型視覚支援の状況をとりま
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とめたので報告する。なお製品紹介はメーカー
からのコメントを、感想は体験者からのコメン
トを極力残した。このため、主観的表現が多分
に含まれている。

２．オーカムマイアイ２
　2.1.　製品紹介
　オーカムマイアイ 2 は、眼鏡フレームに取り
付けた小型カメラ（本体）が、文章・人の顔、紙幣、
色を認識して音声で教えてくれる人工知能を搭
載した AI 視覚支援機器である。電子ライターほ
どの小型サイズで重さ約 22.5g である。Wi-Fi
ネットワークの環境は不要で、外出先でも使用
が可能である。
　イスラエルの OrCam 社で開発され、2018
年に日本語音声に対応した。機種は 2 種類で、
上記の機能すべてを搭載した OrCam�MyEye2

（オーカム・マイアイ2）価格598,000円（非課税）
と、形状は同じで文章の読み上げ機能のみに特
化したOrCam�MyReader2（オーカム・マイリー
ダー 2）328,000 円（非課税）がある。

図 1　オーカムマイアイ２
（株式会社システムギアビジョン）

　2.2.　感想
　オーカムマイアイ 2 は高額なため、恐る恐る
手に取った。中途失明で、眼鏡を常用している。
その眼鏡のテンプル（つる）部分に本機を取り
付ける。本機はカメラやスピーカーが内蔵され
ているが、とても軽量で小型、眼鏡に取り付け
ていることを感じさせない。ネット経由の動作
ではないため、処理が素早いと感じた。たとえ
ば OCR 機能は操作してから読み始めるまでの
時間が短い。素早い動作、ネット環境を気にし
なくてよいことはポイントが高い。またジェス

チャー操作が可能なところも気に入った。腕時
計を指差す動作をすると時刻の読み上げ、書類
を指差すと文字認識して読み上げが実行される。
今後は手に持った物体を認識するなどの機能の
追加を期待している。

３．エンジェルアイスマートリーダー
　3.1.　製品紹介
　エンジェルアイスマートリーダーは、眼鏡フ
レームに取り付けて文章を撮影し、音声で読み
上げる人工知能を搭載した AI 視覚支援機器であ
る。オーカムにはない機能として、原稿を読む
ための音声ガイドが充実しており、簡単に操作
できる。撮影に適した位置まで原稿を持ってく
ると、自動的に撮影し、読み上げを開始する。
　電子ライターほどの小型サイズで重さ約 30g
である。Wi-Fi ネットワークの環境は不要で、外
出先でも使用可能である。中国の NextVpu 社
で開発され、2019 年に発売された。価格は
198,000 円（非課税）。視覚障害者の日常生活用
具給付対象商品として給付実績がある。新製品
として、操作性や読み上げ精度が向上したデス
クトップタイプの「エンジェルビジョンデスク
トップリーダー」が発売された。

図 2　エンジェルアイスマートリーダー
（株式会社システムギアビジョン）

　3.2.　感想
　性能や形状が似ているため、よくオーカム・
マイリーダー 2 と比較される。エンジェルアイ
スマートリーダーはジェスチャー操作ができな
いものの、目の前にかざした文書を自動認識し、
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全体が認識できていないと「原稿を上に移動」
などと読み上げる。体験でもその音声読み上げ
にあわせ、スムーズに原稿を動かしながら認識
させることができた。
　さらに、エンジェルアイスマートリーダーの
魅力的なところは価格である。地域によって差
はあるものの、日常生活用具給付を受ける場合、
198,000 円が上限となる場合が多いのでその範
囲内で購入できるのは良い。気になる点は読み
取り精度であるが、今回の体験会では色々な原
稿を読み取らせるような時間はなかったので不
明である。実際に購入する際には自分が読みた
いものを色々試してから購入するとよい。

４．エンビジョングラス
　4.1.　製品紹介
　エンビジョングラスは、眼鏡型のウェアラブ
ル端末である。顔に装着し、内蔵カメラが撮影
した映像・画像から文字や物体・人を認識し読
み上げる。
　眼鏡右側のツルにあたる部分が本体である。
カメラやスピーカー、タッチパネル、コンピュー
タ部分が内蔵されている。
　最大の特徴はネットワークに接続し高性能で
多彩な機能を実現していることである。たとえ
ば文字認識は活字だけでなく手書きの文字を読
み上げることも可能である。文字認識以外にも
ユーザーが支援者とエンビジョングラスのカメ
ラ映像を共有しながらビデオ通話を行う「通話」
機能や、周囲の風景を AI が分析する「風景を説
明する」機能がある。

図 3　エンビジョングラス
（有限会社エクストラ）

　4.2.　感想
　眼鏡型端末は初めて体験した。思っていたよ
り装着の違和感がなく、音もクリアに聞こえた。
何より、iPhone のようなフリックやタップで操

作できる点は、普段からスマホを使っている自
分にはなじみやすく、音声も外には漏れず自分
にはしっかり聞こえた。見た目が「某有名マン
ガの戦闘力を測る装置」と似ている。戦闘力は
測れないそうであるが、「近くにある・知ってい
る（登録されている）もの」は認識して音声で
フィードバックをくれる機能はおもしろいと感
じた。ただ、カメラの向きをうまく調節するの
は慣れが必要である。PC で電子書籍の画面を読
み取るのに十分活用できそうだと感じた。
　スマホアプリと連携できる利点を活かし、将
来的に、グーグルマップとの連携でナビとして
も使えるようになってくれたら素晴らしいと思
う。

５．SYN+
　5.1.　製品紹介
　現在は、原理試作の段階であり細かなデザイ
ンは決まっていないが、基本、頭部に着用する
眼鏡型のデバイスと腰部に着ける本体をコード
で繋いだ形状である。
　開発において最も力を入れている部分が「デ
ザイン」である。着用を躊躇するような大きさ
や形状はナンセンスだと考えている。
　SYN+ は、視力を使わずに壁や障害物など周
囲の環境を認識できる機能、テキスト読上げや
他者との通信機能など生活における困りゴトを
その場で解決できる複数の機能を搭載する。個々
の障害特性に合わせたセッティングを行うこ

図 4　SYN+（株式会社 Raise the Flag.）
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とで「貴方の不便を解消する」ことができる。
SYN+ は着用する人に「視えない」を「わかる」
にシフトする体験を提供する。
　SYN+ は Raise�the�Flag. 社だけでなく、世界
中の優れたエンジニアが新しく機能追加するこ
とが可能である。SYN+を通じて、近い将来「昔
は目が不自由だと困ったんだよね」と言われる
ような社会を実現する。

　5.2.　感想
　「SYN+」は、装着者の眼球の動きを感知して、
視線の先にある障害物や空間を音で知らせてく
れる眼鏡型端末。実際は音ではなく振動で知ら
せるとのこと。また、この機能以外にも文字や
色を判別したり、ネットを利用してサポートを
受けることも想定されているとのことで、視覚
障害者の情報を補う手段として期待が持てるも
のだと感じた。
　体験ではまずはじめに眼球の動く範囲をフィッ
ティングし、実際に装着した。すると、視線の先
の一定範囲内に何かがあると音が鳴るようにな
る。たとえば部屋に入る扉が開いていると、そ
の空間は音がとまるので、人が通れることが分
かる。これは実際に通り道や壁を探知しながら
歩く際に便利だと感じた。さらに、壁際に立っ
ている人、テーブルの上のコップなど、物の中
に物がある場合も音が変化して状況が分かると
のこと。しかし、30 分程度の練習では、音の変
化は感じるものの、状況を理解するまでには至
らなかった。
　今後の改良や慣れや練習は必要という印象を
受けたものの、周辺の状況を知らせるデバイス
で実用的なものは少ないため、未来の暮らしや
すさに繋がる新しいデバイスとして実用化への
期待の高まりを感じた。

６．今後の課題と展望
　以上、最新の眼鏡型視覚支援機器 4 種を取り
上げ、各製品の機能や操作方法を検証した（表
１）。いずれの機器も OCR（Optical�Character�
Recognition）を備え、情報弱者ともいわれる視
覚障害者の最も必要とする機能が搭載されてい
る点が評価できた。加えて、色や紙幣の識別が
できたり、人や風景を説明したりする機能は搭
載している製品とそうでない製品に分かれた。
また、ネット接続を使用する製品と使用しない
製品に分かれた。これらの機能が視覚障害者に
とってどのくらい利便性に優れているのかまで
は今回の分科会イベントではディスカッション
できなかった。
　一方、被写体の認識方法や精度は各社試行錯
誤しているのが確認できた。たとえば、活字を
自動認識する方式は自動でできる製品があるが、
被写体の読み取り範囲を合わせるまでの手続き
が視覚障害者にとって難しい側面があった。ま
た、障害物は、エンビジョングラスの探索機能
や開発中の SYN+ で利用できるが、被写体に向
ける難しさと相まって音声や振動によるフィー
ドバックを理解しにくい傾向があった。体験者
のコメントに対して改良が求められる点、ユー
ザー自身の学習が求められる点として顕在化し
た。今後の課題としてバージョンアップを期待
したい。
　国内に流通する眼鏡型視覚支援機器は本稿で
取り上げた 4 製品である。体験者から寄せられ
た意見には価格が高すぎるという声が多かった。
日常生活用具として給付を受けられる自治体は
あるが、だとしても高額である。メーカーの努
力によって現状の価格帯にまで落とし込んでい
るはずだが、正直な感想としてはもっと手の届

表 1　体験会で用いた製品の機能比較
製品名 メーカー名 OCR 人 色 明るさ 風景 通貨 障害物 スマホ

オーカムマイアイ２ システムギアビジョン 〇 〇 〇 × × 〇 × 不要
エンジェルアイスマートリーダー システムギアビジョン 〇 × × × × × × 不要
エンビジョングラス エクストラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 必須
SYN+（シンプラス） （株）Raise�the�Flag. 〇 × 〇 × × × 〇 必須
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きやすい価格帯にできないものだろうか。障害
者向けの専用機器は高額になる傾向があるので、
多くの視覚障害者に活用してもらうためにも低
価格化を実現してほしい。
　体験者のコメントにあった「未来の暮らしや
すさに繋がる新しいデバイスとして実用化への
期待の高まりを感じた」は、眼鏡型の視覚支援
機器全般に対する展望である。iPhone を代表と
するスマートフォンが視覚障害者に活用される
ようになって約 10 年が過ぎたが、次は眼鏡型の
機器が眼の代わりになる時代はそう遠くないこ
とを実感したイベントであった。今後、各社が
切磋琢磨しバージョンアップを続けることで視
覚障害者の生活に浸透していくよう願っている。
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